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測定と解析の原理 : PCBR法では光励起した分子の2分子反応速度 (拡散律速反応であることは既
知)を用いて拡散係数を決定する｡この場合励起状態の寿命Tが 400ns程度なので､測定のサンプリン
グ時間もこれによって定義され､拡散する物質の平均移動距離J言;ちて (平均2乗変位‥<Ⅹ2')は




となる｡一方 FCSでは､逆に顕微鏡の視野領域の大きさがJ;手 言 を定義し､時間相関関数を実験的
に求めることになる点が異なる｡FCSではJ言妄言言 はおよそ200nm程度であると考えられる｡
















































図1のプロットは､およそ 10nm と 100nmの間の比較的狭い領域で短距離拡散から長距離拡散への
変化が起こることを示しており､これがおおよそ 1.4wt%で 10nm程度 (測定方法で幅がある｡FRAP13
mm,ESRllnm)と言われるHA水溶液の平均的な編み目の大きさを反映しているものと思われる｡
一方､測定時間内に HA の編み目構造が動的に変化すると仮定すると､拡散する分子が感じる編み
目が変化して､拡散係数の大きさもわずかに変化するとともに､(3)式の指数関数の形状も変化する事
が予想される｡FCSの拡散係数がわずかに小さく､しかもらも小さいことは､この動的効果が幾分現れ
ているものと今のところ考えている｡まだ測定に誤差も大きいので､今後検討していく必要がある｡
HA水溶液内の輸送現象が 100nm付近を境にして2つの様式に別れることは､細胞にとって都合の
よい環境を作るのに役立っていることの1側面である｡100mmより近距離の速い拡散は物質スケール､
遠距離の遅い拡散は細胞スケールの移動と捉えることができる｡細胞スケールの拡散は高粘度流体中
の細胞自体の移動にかかわるが､物質スケールの拡散は細胞表面の反応や膜透過などを支配すると思
われ､HAが細胞表面を潤すと同時に､表面付近の物質移動を余り阻害しない好都合なマトリックスで
あることを定性的に表している｡コラーゲンや他の繊維質との共存でこれらがどのように変化するの
かも興味深い問題である｡
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